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１．はじめに 

富士山頂に短期滞在した健常男子について、鍼および灸施術の生理的応答を解明して急性高山病

への効果を次の２課題より検討する。 

・山頂での短期滞在時の鍼灸施術による生理的応答 

・平地で生理的応答と山頂滞在時の鍼灸施術による生理的応答の経日的変化の比較 

 

2．方法 

１）被検者： 

課題１：山頂短期滞在者の健常男子 17人（１９～７３歳、３３．８±１７.７歳） 

課題２：課題１の被検者のうち３人（３６～７３歳、５３．７±１８．１歳） 

２）生理応答測定： 

（１）自律神経活動：ホルター心電図よりＭｅｍＣａｌｃ法による高周波（ＨＦ）成分と低周波成分（ＬＦ）を計

測し、ＨＦを副交感神経系およびＬＦ/ＨＦを交感神経系活動の指標とした。 

（２）動脈血酸素飽和度（ＳｐO2）および心拍数：パルスオキシメーター法による。 

（３）急性高山病（ＡＭＳ）指標：レイクルイーズ 

３）鍼灸の施術：長座位安静状態にて頭部、頸部および左右の上肢および下肢に分布する主要な経穴部

位に灸刺激および鍼による１Ｈｚの通電刺激（１５分間）。 

 

３．結果と考察 

課題 1：本施術により副交感神経系の亢進傾向（ＨＦの増加）および交感神経系の抑制傾向（ＬＦ/ＨＦの

低減）にある被検者がＳｐＯ2 の上昇する傾向を示すことが、１３人（７７％）に認められた。また本施術によ

りＡＭＳ指標は９人（５５％）に減少が認められ、平均２．７より１．４へ低減傾向を示した。 

課題2：本施術の平地での生理的応答は山滞在により3人共にＳｐＯ2の低減、心拍数増加交感神経系の

亢進および副交感神経系の抑制傾向が明確に現れたが、滞在３～５日と経日的にこれらの応答は逆の

べクトルを示し、平地の値に回復する傾向にあった。 

これらの機序としては、本施術が山頂での０．６気圧の低圧低酸素刺激のストレスによるノルアドレナリン

分泌と交感神経系亢進に拮抗して副交感神経系を賦活させることにより、徐脈と血管拡張および中心血

液量の増加をもたらし、ＨｂＯ２の増大によるＳｐＯ２の上昇がもたらされたものと考えられる。 

さらに頭痛を主訴とするＡＭＳ指標の改善には、本施術が中枢神経系の視床下部・下垂体に作用し、ベ

ーター・エンドルフィン様ホルモンの誘出をもたらしていることも想定される。 
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